
2024年 10月 13日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒367番（KH姉） 

『神の子にますイエス』 

 

 

聖書⇒詩編 46編 1~3節（MM姉） 

『【指揮者に合わせて。コラの子の詩。アラモト調。歌。】 

神はわたしたちの避けどころ、わたしたちの砦。苦難のとき、必ずそこにいまして助けてくださる。 

わたしたちは決して恐れない／地が姿を変え／山々が揺らいで海の中に移るとも』 

 

礼拝讃美歌⇒300番 

『主はわがやぐら』 

 

 

聖書⇒詩編 102編 19節（ES姉） 

『後の世代のために／このことは書き記されねばならない。「主を賛美するために民は創造された。」』 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 2章 6節 

『キリストは、神の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、』 

 

＜祈＞ 

 

 

礼拝讃美歌⇒132番（旧 196番）（KH兄） 

『栄えの主イエスの』 

  



《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒創世記 33章 1~20節（NH兄） 

『ヤコブが目を上げると、エサウが四百人の者を引き連れて来るのが見えた。ヤコブは子供たちをそれぞれ、

レアとラケルと二人の側女とに分け、側女とその子供たちを前に、レアとその子供たちをその後に、ラケルと

ヨセフを最後に置いた。ヤコブはそれから、先頭に進み出て、兄のもとに着くまでに七度地にひれ伏した。 

エサウは走って来てヤコブを迎え、抱き締め、首を抱えて口づけし、共に泣いた。やがて、エサウは顔を上げ、

女たちや子供たちを見回して尋ねた。「一緒にいるこの人々は誰なのか。」「あなたの僕であるわたしに、神が

恵んでくださった子供たちです。」ヤコブが答えると、側女たちが子供たちと共に進み出てひれ伏し、次に、

レアが子供たちと共に進み出てひれ伏し、最後に、ヨセフとラケルが進み出てひれ伏した。 

エサウは尋ねた。「今、わたしが出会ったあの多くの家畜は何のつもりか。」ヤコブが、「御主人様の好意を得

るためです」と答えると、エサウは言った。「弟よ、わたしのところには何でも十分ある。お前のものはお前

が持っていなさい。」ヤコブは言った。「いいえ。もし御好意をいただけるのであれば、どうぞ贈り物をお受け

取りください。兄上のお顔は、わたしには神の御顔のように見えます。このわたしを温かく迎えてくださった

のですから。どうか、持参しました贈り物をお納めください。神がわたしに恵みをお与えになったので、わた

しは何でも持っていますから。」ヤコブがしきりに勧めたので、エサウは受け取った。 

それからエサウは言った。「さあ、一緒に出かけよう。わたしが先導するから。」「御主人様。ご存じのように、

子供たちはか弱く、わたしも羊や牛の子に乳を飲ませる世話をしなければなりません。群れは、一日でも無理

に追い立てるとみな死んでしまいます。どうか御主人様、僕におかまいなく先にお進みください。わたしは、



ここにいる家畜や子供たちの歩みに合わせてゆっくり進み、セイルの御主人様のもとへ参りましょう。」ヤコ

ブがこう答えたので、エサウは言った。「では、わたしが連れている者を何人か、お前のところに残しておく

ことにしよう。」「いいえ。それには及びません。御好意だけで十分です」と答えたので、エサウは、その日セ

イルへの道を帰って行った。 

ヤコブはスコトへ行き、自分の家を建て、家畜の小屋を作った。そこで、その場所の名はスコト（小屋）と呼

ばれている。ヤコブはこうして、パダン・アラムから無事にカナン地方にあるシケムの町に着き、町のそばに

宿営した。ヤコブは、天幕を張った土地の一部を、シケムの父ハモルの息子たちから百ケシタで買い取り、そ

こに祭壇を建てて、それをエル・エロヘ・イスラエルと呼んだ。』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 5章 43~48節（KH兄） 

『「あなたがたも聞いているとおり、『隣人を愛し、敵を憎め』と命じられている。しかし、わたしは言ってお

く。敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい。あなたがたの天の父の子となるためである。父は悪人

にも善人にも太陽を昇らせ、正しい者にも正しくない者にも雨を降らせてくださるからである。自分を愛し

てくれる人を愛したところで、あなたがたにどんな報いがあろうか。徴税人でも、同じことをしているではな

いか。自分の兄弟にだけ挨拶したところで、どんな優れたことをしたことになろうか。異邦人でさえ、同じこ

とをしているではないか。だから、あなたがたの天の父が完全であられるように、あなたがたも完全な者と

なりなさい。」』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒479番（KH兄） 

『神なく望みなく』 

 

 

《建徳要旨》 


